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デジタル社会に対応した避難訓練実施
　村の地震防災総合訓練に合わせ、議会として
初のLINEを駆使した避難訓練を実施しました。
　議会デジタル化委員会が企画し、議員間の連
絡方法、被害状況の把握と情報共有を実践形

式で行いました。こうした訓練実施が村当局と
の連携の強化につながるよう、議会として今後
もこのような新しい試みに積極的に取り組んで
いきます。

議員による被害状況報告訓練

下洗馬地区防災会による消火器取扱訓練 小野沢防災会による消火栓放水訓練
（旧役場駐車場にて）
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令和3年度村のお金の使い道!（一般会計目的別決算概要）

議会費
4,970万円

議員報酬、議会運営費

総務費
4億8,576万円

特別職・職員給与
バス対策
選挙等

民生費
7億7,651万円

子育て支援、老人福祉、国民健
康保険、障がい者支援、社会福
祉協議会補助、保育所運営等

衛生費
1億9,064万円

水道負担金、保健予防検診
ごみ処理、清掃費、環境衛生
ワクチン接種

農林水産業費
1億6,213万円

有害鳥獣対策、農業委員会、農
業振興、林業振興、土地改良、松
くい虫対策等

商工費
1億7,575万円

商工会、観光協会、プレミアム
商品券、プライムスキー場等

土木費
2億6,767万円

村道舗装修繕、除雪・融雪作業
河川浚渫、橋架修繕等

消防費
2億6,000万円

広域消防負担金、消防団運営
消防防災施設整備等

教育費
5億515万円

小中学校の維持管理、公民館
図書館・資料館・美術館等

公債費
2億6,752万円
地方債（借入金）の
元利償還金

労働費
1,105万円

勤労者福祉資金融資
制度預託金等

諸支出金
4億1,197万円
基金積立

災害復旧費
1,137万円

復旧工事

人権擁護委員
上條　多喜男氏
【任期】令和5年1月1日から
	 令和7年12月31日まで

※人権擁護委員は、人権擁護委員法の定めにより、
村長が議会の意見を聴いた上で推薦した者を、法
務大臣が委嘱する。

一般会計 9,220 万円を追加
【主な補正内容】
◦歳入　普通交付税…………………………… 8,659万円

国庫支出金（新型コロナウイルス感染症感染対応
地方創生臨時交付金他）… …………  6,862万円

◦歳出　財政調整基金積立金………………… 7,571万円
施設電気料……………………………… 668万円

7月 29日に招集された第 2回臨時会は朝日村建築物等における不良な生活環境
の解消に関する条例の制定について提出され可決した。この条例は、村内の建築物
等でゴミの堆積や樹木の繁茂で、村民の生活が著しく損なわれないようにするため
に必要な事項を定めたものである。補正予算は、この条例に関連し、歳出には空き
家の相続管財管理人選定の申立費用等 610万円が計上された。

補正予算諮問

条例1件 補正予算1件
一般会計歳入歳出610万円追加 可決一般会計歳入歳出610万円追加 可決

歳入決算額 37億4,312万円（前年比　△7.0％）
歳出決算額 35億7,522万円（前年比　△7.2％）
実 質 収 支 1億2,362万円（前年 9,626万円）

一
会
般
計

第2回
臨時会



8
月
17
日

7
月
13
日

・条例4件（手数料徴収条例ほか）
・工事請負契約 5件

・一般会計補正予算
・特別会計補正予算 5件

・決算認定 7件

　9月6日（火）に招集された令和4年朝日村議会9月定例会は、下記の議案等について慎重審議
し、全案件を原案どおり可決し、9月16日（金）に閉会しました。

9月
定例会 新型コロナ関連中心に

歳入・歳出ともに約7.0%減

●代表監査委員 上條良久　●議会監査委員 清沢正毅決算審査意見（一部抜粋）

令和3年度決算認定

令和3年度の決算額は歳入が37億4312万円で前年度
比7.0%の減、歳出は35億7522万円で前年度比7.2%減
となりました。減少の主な要因はコロナ関連の対策事業費
減少に伴うものです。財政構造の弾力性を示す経常収支
比率は73.5%（前年度対比8.3%減）、財政力指数は0.286

（前年度対比0.015ポイント減）実質公債費比率4.0%（前
年度対比0.9%減）となりました。財政主要指標は健全財政
範囲内の数値であり財政の健全化に努めたことは評価す
るものです。引き続き財政の健全化に努めてください。
※10/31臨時会で実質公債費比率4.4%に修正報告あり。
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協
議
事
項
は
、地
震
総
合

防
災
訓
練
、内
部
監
査
の
実

施
結
果
、コ
ン
ビ
ニ
交
付
実
施

に
伴
う
交
付
手
数
料
、コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
接
種
現
況
報
告
、

大
尾
沢
第
二
水
源
導
水
管
敷

設
替
え
工
事
の
進
め
方
、中

央
公
民
館
駐
車
場
舗
装
工
事

に
つ
い
て
。議
会
で
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
含

め
た
感
染
症
へ
の
朝
日
村
議

会
対
応
に
つ
い
て
の
見
直
し

を
行
い
、今
後
の
対
応
に
つ
い

て
全
議
員
で
確
認
し
た
。

協
議
事
項
は
、朝
日
村
防

災
セ
ン
タ
ー
建
設
、農
業
ビ

ジ
ョ
ン
策
定
、鉢
盛
登
山
マ
ラ

ソ
ン
、公
民
館
夏
の
行
事
予

定
に
つ
い
て
。人
口
増
対
策
の

一
環
と
し
て
旧
お
ひ
さ
ま
保

育
園
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
整

備
に
つ
い
て
、計
画
が
進
ま

な
い
現
状
を
踏
ま
え
て
小
林

村
長
か
ら
全
議
員
へ
意
見
が

求
め
ら
れ
た
。

全
員
協
議
会

9月9日開催の社会文教委員会では、継続審議に
なっていた「辺野古を止める！全国基地引き取り緊急
連絡会」から提出された「沖縄を捨て石にしない安全
保障政策を求める意見書の提出を求める陳情」につい
て審議未了としました。
理由は、陳情書の主旨は一定の理解は出来るが、問
題が大きく現在の国内及び国際情勢を見たとき、果た
して実現性は有るのか、また、この問題が村議会の権
限に属する範囲なのかを審議した結果、当委員会とし
て、明確な判断が出来ないとの結論に達しました。
また、当委員会では7月8日に開催された『村民と議会

の懇談会』において参加者から回答を求められた「わく
わく館のコロナ対応」について、教育委員会に質問状を
提出するとともに、2回にわたり教育委員会と話し合いを
行いました。
議会としては今年度から実施されている小学校給食の
無償化など、朝日村の子育て支援策は、近隣市町村に比
べて充実していると考えていました。しかし、「安心して働
くために力を貸してください」との発言を重く受け止め、今
回のコロナ対応も教訓とし、今後の議会活動を通して行
政とも協議し「より子育てしやすい朝日村」の実現を目指し
ていきたい旨、後日面談にて回答させていただきました。

社会文教委員会報告社会文教委員会報告 ●社会文教委員会委員長　中村文映

●総務産業常任委員長　林 邦宏

今議会では付託された陳情・請願はなく委員会報告
となります。
朝日水道行政は今後を見据え大規模な改良工事を大
尾沢浄水場で、令和7年3月迄に総額8億3875万円を
投じて実施します。村民の皆様へ安心・安全な飲料水
を給水するための事業です。　
主な事業内容は既存設備の耐震化工事・2基の緩速濾

過槽を撤去し新設配水池や平屋建ての浄水棟の建設、
建物の中には設備機械装置が設置され、日量・1540㎥
の濾過能力を有する膜ろ過装置が配備され、より透明度
の高い飲料水・クリプトスポリジウムの除去された安全
な飲料水が給水される浄水場となります。
（注）クリプトスポリジウム…蛇・鳥獣などの糞・尿に宿主

する病原性を有する原生微生物

総務産業委員会報告総務産業委員会報告
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林　　邦宏議員林　　邦宏議員（4ページ）（4ページ）
11  熊の出没と鳥獣被害防止柵の管理について熊の出没と鳥獣被害防止柵の管理について

中村　文映議員中村　文映議員（5ページ）（5ページ）
11  高齢者補聴器購入費用の助成について高齢者補聴器購入費用の助成について
22  特定外来植物の状況と村の対応について特定外来植物の状況と村の対応について
33  保育園のオムツ持ち帰りについて保育園のオムツ持ち帰りについて
44  小学校へのゲノム編集トマトの苗配布について小学校へのゲノム編集トマトの苗配布について

齊藤　勝則議員齊藤　勝則議員（5ページ）（5ページ）
11  今後の朝日農業の在り方と世界を見据えた農政をどうしていくのか 今後の朝日農業の在り方と世界を見据えた農政をどうしていくのか 
22  有害鳥獣、特に熊対策について 有害鳥獣、特に熊対策について 

小林　弘之議員小林　弘之議員（6ページ）（6ページ）
11  農道雨水、農地浸水防止壁破損について農道雨水、農地浸水防止壁破損について
22  小野沢本郷地区洪水被害対策について小野沢本郷地区洪水被害対策について

塩原　智惠美議員塩原　智惠美議員（6ページ）（6ページ）
11  朝日村ならではの空き家対策計画策定を朝日村ならではの空き家対策計画策定を
22  区と地区が所有する耐震性に欠ける建物の防災支援の必要性区と地区が所有する耐震性に欠ける建物の防災支援の必要性

羽多野　美映議員羽多野　美映議員（7ページ）（7ページ）
11 奨学金等に関する新たな子育て支援制度について 奨学金等に関する新たな子育て支援制度について
2 2 朝日村行政改革アクションプランに基づく働き方改朝日村行政改革アクションプランに基づく働き方改

革の推進と行政サービスとの両立について革の推進と行政サービスとの両立について
33  地域住民のための「憩いステーション」設置について地域住民のための「憩いステーション」設置について

高橋　良二議員高橋　良二議員（7ページ）（7ページ）
11  空き家対策について空き家対策について

清沢　正毅議員清沢　正毅議員（8ページ）（8ページ）
11  長引くコロナ禍で変わってしまった地域コミュニケー長引くコロナ禍で変わってしまった地域コミュニケー

ションの活性化と今後の地区行政運営のあり方検討ションの活性化と今後の地区行政運営のあり方検討
2 2 村道小野沢11号線5号線の環境整備と安全対策村道小野沢11号線5号線の環境整備と安全対策

髙橋　廣美議員髙橋　廣美議員（8ページ）（8ページ）
11  公民館活動のあり方について公民館活動のあり方について
22  村が目標とするDX（デジタルトランスフォーメーショ村が目標とするDX（デジタルトランスフォーメーショ

ン）事業の進捗状況についてン）事業の進捗状況について

林　邦宏 議員

村政に問う！！一 般一 般
質 問質 問 一般質問とは、議場において議員が日常活動と住民の声や

疑問をもとに、村政全般にわたり行政の姿勢をただすものです。

ここが聞きたい　9議員 19 項目ここが聞きたい　9議員 19 項目

問　
九
月
上
旬
迄
、告
知
放
送
で
は
日
々
、熊
の

出
没
目
撃
情
報
が
報
じ
ら
れ
、外
出
時
・
屋
外

作
業
時
・
夜
間
外
出
の
自
粛
な
ど
が
報
じ
ら
れ

て
お
り
ま
す
。こ
の
放
送
を
聞
い
た
住
民
の
受
け

取
り
は
、不
安
な
気
持
ち
が
漂
い
憂
う
つ
感
に
見

舞
わ
れ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

過
日
、上
組
地
区
の
養
蜂
場
へ
の
出
没
情
報
が
報

じ
ら
れ
た
際
、向
陽
台
地
区
の
方
か
ら「
終
の
棲

家
と
定
め
た
の
に
熊
の
出
没
す
る
箇
所
に
近
い

分
譲
地
だ
っ
た
と
は
」と
心
配
顔
で
し
た
が
、鳥

獣
被
害
防
止
柵
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
、

一
定
の
安
全
は
確
保
さ
れ
て
い
る
、と
話
す
と
多

少
は
安
堵
で
き
る
と
言
っ
て
い
た
。

今
年
は
春
、古
見
の
古
川
寺
付
近
で
の
目
撃
情

報
か
ら
始
ま
り
、キ
ャ
ン
プ
場
上
組
地
区
の
養
蜂

場
と
出
没
情
報
が
報
じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
、行

政
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
成
っ
て
い
る
か
お
伺
い

し
ま
す
。

①
熊
は
鳥
獣
被
害
防
止
柵
を
乗
り
越
え
て
集
落

側
に
出
没
す
る
行
動
は
取
ら
な
い
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。ど
の
様
な
経
路
で
出
没
す
る
と
、想
定
さ

れ
て
お
り
ま
す
か
。

②
熊
の
目
撃
情
報
を
得
た
と
き
行
政
は
ど
の
様

な
体
制
を
執
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
。

③
熊
出
没
時
、注
意
喚
起
を
呼
び
掛
け
る
だ
け

で
は
な
く
、熊
の
習
性
に
詳
し
い
専
門
家
を
承
知

し
学
習
会
の
開
催
を
提
案
致
し
ま
す
。い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

産
業
振
興
課
長　
侵
入
経
路
と
し
て
は
河
川
沿

い
の
沢
の
箇
所
か
ら
、鳥
獣
被
害
防
止
柵
の
、未

設
置
箇
所
の
ス
キ
ー
場
・
キ
ャ
ン
プ
場
・
中
俣
の

せ
せ
ら
ぎ
公
園
か
ら
の
侵
入
が
、考
え
ら
れ
る
。

出
没
情
報
の
入
手
で
、即
現
場
に
出
向
き
人
身

被
害
・
農
作
物
被
害
・
野
生
動
物
の
保
護
・
こ

の
3
の
観
点
で
確
認
し
熊
の
有
無
状
況
に
よ
り
、

猟
友
会
・
警
察
・
松
本
振
興
局
林
務
課
で
対
応

方
法
を
協
議
し
対
応
し
て
い
る
。

特
に
人
身
被
害
へ
の
回
避
に
重
点
を
置
い
た
対

応
策
を
執
っ
て
い
る
。

熊
に
関
す
る
専
門
家
に
よ
る
学
習
会
の
開
催
提

案
の
件
は
、必
要
性
を
見
極
め
検
討
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

問　
河
川
上
部
な
ど
の
鳥
獣
被
害
防
止
柵
を
敷

設
で
き
な
い
箇
所
に
は
、防
犯
カ
メ
ラ
な
ど
を
設

置
し
て
、通
過
熊
が
即
時
検
知
で
き
、速
や
か
な

対
応
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
化
を
さ
れ
て

は
い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長　
カ
メ
ラ
を
設
置
し
熊
の
形
跡

を
確
認
し
適
正
な
処
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
、

対
応
し
て
い
き
た
い
。

熊
の
出
没
情
報
の
対
処
は

 

答 

出
没
現
場
の
状
況
に
応
じ
て
最
善
策
を
執
る

▲こちらから
動画でご覧
いただけます。
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問　
加
齢
に
よ
る
難
聴
に
よ
っ
て
生
活
に

支
障
が
生
じ
て
い
る
高
齢
者
に
、
補
聴
器

購
入
費
用
を
補
助
す
る
制
度
を
作
っ
て
は

ど
う
か
。

住
民
福
祉
課
長　

近
隣
町
村
の
状
況
や

財
政
状
況
を
見
て
検
討
が
必
要
。

村
長　
あ
り
が
た
い
提
案
だ
。
調
べ
た
ら

多
く
の
市
町
村
で
実
施
し
て
い
る
。
村
で

も
高
齢
者
福
祉
の
充
実
の
観
点
か
ら
制
度

を
検
討
す
る
。

特
定
外
来
植
物
の
状
況
と
村
の
対
応
は

問　
特
定
外
来
生
物
の
ア
レ
チ
ウ
リ
や
オ

オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
・
セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ

ソ
ウ
を
見
か
け
る
が
、
村
は
ど
の
よ
う
な

対
策
を
し
て
い
る
か
。

建
設
環
境
課
長　

草
刈
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
で
駆
除
活
動
を
し
て
頂
い
て
い

る
。
今
後
も
村
民
に
協
力
を
い
た
だ
き
対

応
し
て
い
き
た
い
。
広
報
活
動
や
指
導
も

し
て
い
く
。

オ
ム
ツ
は
保
育
園
で
一
括
処
理
を

問　
コ
ロ
ナ
も
あ
り
全
国
的
に
衛
生
管

理
の
観
点
か
ら『
オ
ム
ツ
の
園
で
の一
括
処

理
』が
増
え
て
い
る
が
、朝
日
保
育
園
で
も

検
討・実
施
で
き
な
い
か
。

保
育
園
長　
一
括
処
理
は
保
育
サ
ー
ビ
ス

に
繋
が
る
と
考
え
て
い
る
。
近
隣
町
村
の

動
向
、
実
施
方
法
な
ど
の
情
報
を
収
集

し
、今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
配
布
は

問　
ゲ
ノ
ム
編
集
し
た
ト
マ
ト
の
苗
を
、

小
学
校
へ
配
布
す
る
計
画
が
あ
る
が
、
朝

日
小
学
校
で
は
受
け
取
ら
な
い
で
も
ら
い

た
い
。

教
育
長　

県
教
育
委
員
会
も
情
報
を
把

握
し
て
い
な
い
。
個
人
的
な
見
解
だ
が
、

現
在
ま
だ
長
期
的
安
全
性
が
十
分
に
確
認

で
き
な
い
物
（
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
）
を
、

子
ど
も
た
ち
に
教
材
や
食
材
と
し
て
提
供

す
る
段
階
に
無
い
と
考
え
て
い
る
。

問　
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
で
世
界

各
地
に
軍
事
面
・
経
済
面
・
穀
物
・
資
材
面
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
面
に
、大
き
な
不

安
を
与
え
由
々
し
き
こ
と
で
す
。

資
材
面
で
の
肥
料
価
格
の
高
騰
は
農
業
立
村
の

朝
日
村
に
と
っ
て
は
大
変
な
こ
と
に
な
り
、
情

報
で
は
1
8
0
％
か
ら
2
0
0
%
に
達
し
高
値

安
定
で
推
移
し
て
行
く
事
も
考
え
ら
れ
心
配
で

す
。

日
本
の
肥
料
原
料
の
尿
素
は
4
割
、燐
酸
の
9

割
を
中
国
か
ら
、加
里
の
25
%
は
ロ
シ
ア
か
ら
の

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
。更
に
化
学
工
業
用
原
料
用

が
加
わ
る
と
輸
入
量
は
増
加
し
ま
す
。政
府
は

備
蓄
強
化
創
設
・
調
達
先
国
の
多
角
化
・
堆
肥

や
下
水
汚
泥
の
活
用
化
を
進
め
る
方
針
で
す
。

そ
こ
で
質
問
で
す
。

①
円
安
が
進
み
24
年
振
り
に
1
4
0
円
台
を
割

り
、輸
入
品
は
価
格
上
昇
で
大
変
で
す
。堆
肥

や
下
水
汚
泥
の
活
用
・
肥
料
備
蓄
を
増
や
す
な

ど
、設
備
の
拡
充
も
考
え
て
は
い
か
が
か
。

②
葉
洋
菜
一
辺
倒
で
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
、6
年

連
続
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
レ
タ
ス
の
圃
場
廃
棄
、

生
産
過
剰
解
消
策
と
は
言
っ
て
も
農
家
の
心
情

を
考
え
ま
す
と
大
変
で
す
。村
長
・
課
長
の
お

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

③
村
と
し
て
農
家
に
ど
ん
な
支
援
が
で
き
る
か

伺
い
ま
す
。

④
農
地
の
土
壌
地
力
分
析
を
実
施
し
て
適
正
な

施
肥
量
を
示
し
て
、肥
料
散
布
の
適
正
化
を
図

る
必
要
性
は
い
か
が
か
。

産
業
振
興
課
長　
国
は「
化
学
肥
料
原
料
の
備

蓄
制
度
」を
作
る
方
針
を
公
表
し
た
、原
料
の
全

て
を
輸
入
に
頼
り
価
格
高
騰
の
な
か
国
・
県
に

方
針
展
開
の
推
進
を
は
た
ら
き
掛
け
て
い
く
、当

村
は
肥
沃
な
農
地
・
完
備
さ
れ
た
潅
水
装
置
・

冷
涼
な
気
候
な
ど
で
、県
内
有
数
の
高
原
野
菜

産
地
で
す
、県
内
の
他
の
競
合
産
地
と
出
荷
が

重
な
り
、こ
こ
数
年
圃
場
廃
棄
が
続
い
て
い
ま

す
が
、当
村
の
葉
洋
菜
は
需
要
が
有
り
評
価
が

高
い
、市
場
に
出
向
き
安
心
・
安
全
な
野
菜
の

P
R
も
実
施
し
て
い
く
、J
A
野
菜
委
員
会
で
は

新
た
な
野
菜
の
研
究
取
り
組
み
を
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
研
究
を
継
続
支
援
し
て
い
く
、化
学
肥
料

使
用
量
の
削
減
は
国
は「
緑
の
食
糧
シ
ス
テ
ム
戦

略
」で
化
学
農
薬
使
用
量
50
%
・
肥
料
使
用
量

30
%
の
低
減
目
標
を
設
定
し
た
、J
A
に
よ
る

土
壌
診
断
が
推
進
さ
れ
、地
力
耕
鋤
が
進
め
ら

れ
て
き
た
、更
な
る
土
壌
診
断
で
施
肥
設
計
や

堆
肥
の
利
用
、緑
肥
麦
の
利
用
で
低
減
に
向
け

た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

高
齢
者
の
補
聴
器
購
入
に
補
助
金
を

答 

高
齢
者
福
祉
充
実
の
観
点
か
ら
検
討
す
る

中村文映 議員

朝
日
農
業
の
在
り
方
と

世
界
情
勢
を
見
据
え
た
農
政

答 

農
業
資
材
価
格
高
騰
に
は
J
A
か
ら
の
嘆
願
書
に
沿
い
支
援
策
を
検
討
し
実
施
し
て
い
く

齊藤勝則 議員
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問　
近
年
大
雨
洪
水
災
害
が
多
発
し
て
い
る
中

浸
水
防
止
策
が
老
朽
化
に
よ
り
壊
れ
農
地
に
浸

水
し
農
地
地
権
者
が
困
っ
て
い
る
ア
ス
フ
ァ
ル

ト
舗
装
で
の
浸
水
防
止
壁
の
破
損
が
多
い
。そ

こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。

①
浸
水
防
止
が
壊
れ
て
の
修
繕
依
頼
は
な
か
っ

た
の
か
？
農
道
浸
水
壁
及
び
排
水
路
等
の
点

検
は
村
で
今
ま
で
に
実
施
し
た
こ
と
が
あ
る

か
？

②
浸
水
防
止
壁
等
の
修
繕
は
村
で
修
繕
し
て
く

れ
る
の
か
？

建
設
環
境
課
長　
修
繕
依
頼
が
あ
れ
ば
建
設

環
境
課
の
方
で
現
場
を
確
認
し
村
の
方
で
修
繕

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。次
に
農
道
浸
水
壁
、通
称

ア
ス
カ
ー
ブ
に
付
い
て
は
特
に
点
検
な
ど
は
村

の
方
で
は
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。ア
ス
カ
ー
ブ
雨

水
が
農
地
に
入
っ
て
し
ま
う
所
が
あ
れ
ば
私
達

の
方
で
地
権
者
さ
ん
の
意
向
も
あ
る
の
で
確
認

し
な
が
ら
修
繕
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

村
長　
予
め
全
部
を
点
検
し
て
歩
く
の
は
今
の

状
況
で
は
無
理
、万
が一
被
害
が
あ
っ
た
場
合
、

又
は
被
害
が
起
こ
る
前
に
耕
作
者
か
ら
相
談
を

受
け
た
場
合
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
一
番
い

い
の
か
相
談
し
我
々
は
仕
事
し
て
い
く
。

問　
本
郷
集
落
セ
ン
タ
ー
か
ら
針
尾
へ
向
か
う

村
道
昨
年
八
月
の
大
雨
洪
水
で
道
路
脇
排
水

路
か
ら
雨
水
が
溢
れ
出
て
民
家
に
浸
水
し
易
い

状
態
。何
回
か
洪
水
に
み
ま
わ
れ
土
の
う
で
何

と
か
逃
れ
て
き
て
い
る
。私
も
現
地
を
視
察
し

状
況
確
認
し
ま
し
た
。台
風
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
大

雨
が
来
る
た
び
に
住
民
生
活
が
脅
か
さ
れ
村
民

の
生
命
財
産
を
守
る
防
災
減
災
に
向
け
た
村

と
し
て
の
対
応
必
要
性
を
大
と
し
て
感
じ
て
い

る
。そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。災
害
対
策
の
優
先

度
は
あ
る
が
未
だ
対
策
も
さ
れ
な
い
対
応
案
も

出
て
き
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
？

建
設
環
境
課
長
　
ご
指
摘
の
通
り
該
当
箇
所
は

大
雨
の
際
、水
路
か
ら
水
が
溢
れ
近
隣
住
宅
に

入
り
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。被
害
対
策
の

優
先
度
と
い
う
観
点
で
い
く
と
村
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
土
砂
災
害
警
戒
区
域
全
て
に
お
い
て
被
害
対

策
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。地
域
に
特
化
し
た
地

区
防
災
マ
ッ
プ
作
成
を
小
野
沢
区
地
域
で
も
作

成
し
全
戸
配
布
し
て
い
る
。こ
の
場
所
は
県
事
業

へ
の
市
町
村
要
望
と
し
て
土
砂
災
害
対
策
に
掲

載
対
策
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
す
。

要
望　
暫
定
恒
久
対
策
案
は
こ
う
考
え
て
い
る

と
き
ち
っ
と
地
区
住
民
へ
説
明
、回
答
を
す
る

こ
と
で
安
心
材
料
に
な
る
と
思
う
。

9
月
は
防
災
を
テ
ー
マ
に
2
つ
質
問
し

た
。
空
き
家
対
策
計
画
は
今
年
策
定
す

る
予
定
。
も
う
一
つ
は
昨
年
見
直
し
た

耐
震
改
修
促
進
計
画
。
2
つ
の
計
画
は

関
連
が
あ
る
た
め
取
り
上
げ
た
。
耐
震

改
修
促
進
計
画
は
昭
和
56
年
6
月
以
前

の
旧
耐
震
基
準
の
住
宅
が
対
象
で
、
耐

震
補
強
を
進
め
る
た
め
の
計
画
。
策
定

か
ら
14
年
経
過
。
耐
震
診
断
は
42
件
。

う
ち
改
修
は
5
件
に
と
ど
ま
る
。

一
方
空
き
家
対
策
は
ほ
と
ん
ど
が
旧
耐

震
基
準
の
家
屋
と
思
わ
れ
、
し
た
が
っ

て
空
き
家
の
解
体
や
耐
震
補
強
が
進
め

ば
、
耐
震
改
修
の
目
標
値
が
改
善
す
る
。

こ
う
し
た
視
点
で
質
問
を
展
開
し
た
。

問　
全
国
の
空
き
家
対
策
計
画
策
定
率

は
83
%
。
村
は
計
画
が
な
い
た
め
現
在

は
賃
貸
の
み
が
対
象
。
法
律
は
解
体
や

売
買
も
対
象
で
、
計
画
策
定
済
み
の
自

治
体
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。
村

は
対
策
計
画
を
作
り
、
直
ち
に
関
係
の

要
綱
見
直
し
が
必
要
。

村
長　
村
の
空
き
家
対
策
は
遅
れ
て
い

る
。
挽
回
を
図
る
。

問　
昨
年
見
直
し
た
耐
震
改
修
促
進
計
画

は
最
終
年
の
令
和
7
年
の
耐
震
化
率
を

70
%
と
し
、
そ
の
為
に
2
4
0
戸
の
耐

震
化
を
達
成
す
る
と
い
う
目
標
に
し
た
。

現
状
の
取
組
で
達
成
は
可
能
か
。

建
設
環
境
課
長　
村
の
発
信
不
足
が
原
因

で
成
果
は
出
て
い
な
い
。
補
助
金
要
綱
を

整
備
し
て
個
別
の
対
応
な
ど
力
を
入
れ
る
。

問　
耐
震
改
修
促
進
計
画
に
位
置
づ
け

さ
れ
て
い
な
い
旧
耐
震
基
準
の
地
区
集

会
所
や
集
落
セ
ン
タ
ー
は
13
か
所
あ
る
。

何
ら
か
の
手
立
て
を
講
ず
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

村
長　

村
単
独
の
補
助
を
考
え
る
。
地

区
長
会
で
提
起
し
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
と

協
議
を
進
め
る
。

ま
と
め　

2
つ
の
取
組
は
法
律
に
基
づ

く
も
の
で
、
計
画
が
な
い
と
国
の
補
助

金
の
対
象
に
な
ら
な
い
。
村
は
財
源
確

保
を
講
じ
な
が
ら
、
村
民
生
活
の
安
心

安
全
施
策
の
実
行
が
求
め
ら
れ
る
。
多

く
の
村
民
が
利
活
用
し
や
す
い
朝
日
村

な
ら
で
は
の
政
策
に
期
待
す
る
。

農
道
雨
水
、農
地
浸
水
防
止
壁
破
損
と

 

小
野
沢
本
郷
地
区
洪
水
被
害
対
策
に
つ
い
て

答 

村
民
が
安
心
で
き
る
村
が
率
先
し
た
対
応
を
す
る

小林弘之 議員

朝
日
村
な
ら
で
は
の
空
き
家
対
策
計
画
を

そ
し
て
耐
震
性
の
な
い
公
会
所
等
の

改
修
補
助
を

答 

村
の
対
策
は
遅
れ
て
い
る
。
挽
回
す
る

塩原智惠美 議員
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問　
教
育
に
関
わ
る
家
計
負
担
が
一
番
大

き
く
な
る
の
は
大
学
や
専
門
学
校
進
学
後

で
あ
る
。
第
6
次
総
合
計
画
の
基
本
戦
略

「
子
育
て
支
援
事
業
」
は
、
令
和
5
年
に

見
直
し
、6
年
に
は
第
3
期
計
画
を
作
る
。

こ
れ
に
合
わ
せ
、「
子
供
を
社
会
に
送
り

出
す
ま
で
切
れ
目
な
く
支
援
す
る
」
た
め

の
奨
学
金
支
援
制
度
等
、具
体
例
と
し
て・

給
付
ま
た
は
貸
与
型
奨
学
金
（
ふ
る
さ
と

納
税
や
、
村
へ
帰
っ
て
き
た
場
合
な
ど
、

返
還
免
除
す
る
条
件
付
き
）・
奨
学
金
返

還
支
援
・
学
生
応
援
ボ
ッ
ク
ス
（
物
資
の

援
助
）
の
導
入
を
検
討
す
る
か
。

教
育
次
長　
少
子
化
が
進
む
中
で
、
こ
れ

か
ら
の
ニ
ー
ズ
を
ど
う
と
ら
え
て
い
く
か

の
判
断
が
必
要
。既
存
の
制
度
を
踏
ま
え
、

提
案
の
あ
っ
た
支
援
制
度
に
関
し
、
計
画

策
定
に
向
け
て
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

教
育
長　
村
は
今
後
、
人
口
減
少
も
含
め

た
対
策
の
中
で
学
生
に
ど
う
目
を
向
け
て

い
き
、
ど
う
か
か
わ
る
か
の
制
度
設
計
、

政
策
が
必
要
だ
と
思
う
。
既
存
の
も
の
が

ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
も
含
め
、
今
後
研

究
し
て
い
く
。

職
員
の
働
き
方
改
革
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
と

の
両
立
に
つ
い
て

問　
村
の
取
り
組
ん
で
い
る
働
き
方
改

革
は
、
業
務
遂
行
に
影
響
な
く
職
員
の

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
も
両
立
で
き
て

い
る
か
。

総
務
課
長　
時
差
出
勤
で
育
児
や
介
護

の
時
間
が
で
き
た
、
有
給
が
と
り
や
す
く

な
っ
た
な
ど
の
回
答
が
あ
る
一
方
で
、
業

務
内
容
、
残
業
時
間
の
工
面
な
ど
、
課
題

も
見
え
始
め
て
い
る
。
始
ま
っ
た
ば
か
り

の
取
り
組
み
な
の
で
具
体
的
な
成
果
を
測

る
に
は
し
ば
ら
く
の
時
間
が
か
か
る
。

問　
村
民
へ
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

す
る
た
め
に
は
、
相
談
業
務
な
ど
は
多
様

化
し
て
い
る
村
民
の
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合

わ
せ
、対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、現
状
は
？

総
務
課
長　
事
前
相
談
が
あ
っ
た
場
合
、

時
差
出
勤
な
ど
を
利
用
し
対
応
す
る
と
い

う
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
る
。

要
望　
相
談
業
務
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程

度
柔
軟
に
対
応
で
き
る
こ
と
を
示
し
、
村

民
に
安
心
感
を
与
え
て
ほ
し
い
。

問	 　

村
内
に
お
い
て
は
空
き
家
が

1
2
2
戸
、
そ
の
中
で
賃
貸
は
10
件

ほ
ど
と
な
っ
て
い
ま
す	

そ
の
中
西
洗
馬

地
区
で
も
あ
っ
た
よ
う
に
放
置
空
き
家

が
有
り
最
終
的
に
行
政
で
処
理
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
な
り
大
変
憂
慮

す
る
事
態
で
あ
る
。
今
後
こ
の
よ
う
な

空
き
家
が
増
え
る
と
予
想
さ
れ
る
。
結

婚
し
て
さ
て
家
を
探
し
た
が
朝
日
村
に

は
借
家
が
な
い
仕
方
な
く
塩
尻
市
に
ア

パ
ー
ト
を
借
り
朝
日
村
ま
で
仕
事
に
来

る
。
ま
た
家
族
が
増
え
て
今
の
家
で
は

狭
す
ぎ
る
の
で
朝
日
村
の
中
で
借
家
は

な
い
か
と
探
し
て
い
る
人
も
い
ま
す
。

旧
お
ひ
さ
ま
保
育
園
の
若
者
向
け
村
営

住
宅
中
組
住
宅
団
地
防
災
セ
ン
タ
ー
を

作
る
の
は
良
い
事
で
す
が
建
設
ま
で
に

3
年
か
ら
4
年
掛
か
る
と
伺
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
間
に
も
人
口
は
減
少
し
て
い

き
ま
す
。
空
き
家
も
増
え
て
い
き
ま
す
。

そ
こ
で
空
き
家
の
水
周
り
だ
け
で
も
直

し
て
貸
し
出
し
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
都
会
の
人
は
古
い
家
を
求
め
て
い

る
人
も
中
に
は
い
る
で
し
ょ
う
。

企
画
財
政
課
長　

	

個
人
の
所
有
す
る
空

き
家
を
村
が
借
り
上
げ
て
整
備
す
る
と

な
る
と
村
が
管
理
者
と
な
り
建
物
の
維

持
管
理
事
故
対
応
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク

が
あ
る
財
源
の
投
入
公
平
性
な
ど
課
題

が
あ
る
。
村
内
に
は
今
す
ぐ
貸
し
出
す

物
件
は
少
な
く
か
な
り
修
繕
を
要
す

る
。
移
住
、
定
住
者
に
は
特
別
交
付
税

が
50
％
あ
り
後
は
一
般
財
源
の
対
応
と

な
る
。

問　

	

村
税
も
使
っ
て
1
・
2
年
の
間
お
試

し
期
間
を
設
け
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

村
長	 　

先
ほ
ど
塩
原
議
員
に
も
お
話
し

し
ま
し
た
が
一
回
議
会
と
行
政
で
お
話

し
を
し
た
い
、
協
議
会
も
立
ち
上
げ
ま

す
の
で
、
市
民
タ
イ
ム
ス
に
載
っ
て
い

た
の
を
見
た
の
で
す
が
、
山
形
村
で
一

件
お
試
し
住
宅
が
あ
り
ま
す
、
そ
れ
を

参
考
に
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

奨
学
金
支
援
制
度
の
導
入
検
討
は

答 

令
和
6
年
の
第
3
期
計
画
に
向
け
、研
究
す
る

羽多野美映 議員

空
家
対
策
は

答 

実
施
可
能
か
検
討
す
る

高橋良二 議員
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問　
コ
ロ
ナ
が
ま
ん
延
し
て
3
年
目
に

な
り
ま
す
。
そ
の
間
出
前
村
政
を
は
じ

め
各
種
イ
ベ
ン
ト
も
中
止
、
常
会
も
ほ

と
ん
ど
開
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
村
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
壁
が
で

き
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
だ
か
ら
中
止
で
は

な
く
コ
ロ
ナ
で
も
や
れ
る
こ
と
を
基
本

に
対
話
活
動
に
取
り
組
む
べ
き
。
ま
た
、

地
区
行
政
運
営
に
ひ
ず
み
が
生
じ
、
公

民
館
活
動
に
も
支
障
が
出
て
来
て
い
る
。

よ
う
や
く
公
民
館
活
動
あ
り
方
検
討
会

が
立
ち
上
が
り 

検
討
が
始
ま
っ
た
が
、

公
民
館
活
動
だ
け
を
テ
ー
マ
に
す
る
の

で
は
な
く
同
時
並
行
し
て
、
新
た
な
行

政
区
画
の
審
議
検
討
も
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
村
長
に
残
さ
れ
た
任
期
は
あ

と
半
年
、
そ
の
間
に
ぜ
ひ
方
向
付
け
を
。

村
長　
村
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
不
足
は
痛
感
し
て
い
る
。
残
り
半
年

コ
ロ
ナ
感
染
予
防
に
万
全
を
期
し
な
が

ら
対
話
活
動
に
力
を
入
れ
た
い
。
ま
た

地
区
行
政
運
営
に
つ
い
て
も
常
会
が
開

催
さ
れ
ず
住
民
同
士
も
疎
遠
に
な
っ
て

い
る
こ
と
も
事
実
。
公
民
館
活
動
活
性

化
と
並
行
し
て
こ
の
機
会
に
新
た
な
区

画
整
理
に
取
り
組
ん
だ
ら
と
の
提
案
で

あ
る
が
、
現
在
地
区
自
主
防
災
会
を
立

ち
上
げ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
そ
の

成
り
行
き
も
見
極
め
な
が
ら
今
後
の
方

向
性
を
考
え
て
い
く
。 

問　
針
尾
学
校
坂
と
県
道
バ
イ
パ
ス
か

ら
小
野
沢
学
校
坂
に
抜
け
る
村
道
の
環

境
整
備
と
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
き
た
い
。
両
村
道
と
も
樹
木
が
生

い
茂
り
昼
間
で
も
暗
く
、
雨
の
日
は
枝

や
葉
が
落
ち
て
滑
り
や
す
く
危
険
！
小

学
校
や
保
育
園
へ
の
通
学
道
路
で
も
あ

り
農
業
車
両
の
利
用
も
多
い
、
ま
た
指

定
避
難
場
所
で
あ
る
中
央
公
民
館
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
も
大
変
重
要
な

村
道
で
あ
る
。
事
故
が
起
き
て
か
ら
で

は
遅
い
、
早
急
な
安
全
対
策
と
今
後
の

恒
久
対
策
も
検
討
す
べ
き
。

建
設
環
境
課
長　
河
岸
段
丘
の
為
道
路

拡
幅
は
難
し
い
が
地
権
者
の
方
々
の
協

力
も
い
た
だ
き
か
つ
森
林
税
等
の
活
用

も
検
討
し
て
環
境
整
備
と
安
全
対
策
に

取
り
組
む
。
ま
た
、
今
後
の
村
道
安
全

管
理
に
向
け
た
恒
久
策
も
検
討
す
る
。 

問　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
の
影
響

で
公
民
館
活
動
が
停
滞
し
て
い
る
。
時

代
の
移
り
変
わ
り
と
人
々
の
生
活
様
式

の
変
化
で
公
民
館
の
在
り
方
も
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
次
の
質
問
を
し
ま
す
。

①
今
後
の
公
民
館
の
在
り
方
を
考
え
る

検
討
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
方
向
性

を
考
え
て
い
る
か
。

教
育
次
長　
松
本
大
学
の
白
土
先
生
を

座
長
に
公
民
館
長
、
集
落
支
援
員
等
で

構
成
さ
れ
今
年
度
数
回
検
討
委
員
会
を

予
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
公
民
館

の
役
割
、
活
動
の
確
認
を
し
て
一
定
の

方
向
性
を
見
い
出
し
た
い
。
公
民
館
の

枠
組
み
だ
け
で
な
く
地
域
と
と
も
に
活

動
す
る
公
民
館
が
必
要
と
考
え
る
。

②
役
員
の
な
り
手
不
足
に
つ
い
て

教
育
次
長　
検
討
委
員
会
で
公
民
館
活

動
の
方
向
性
が
出
る
こ
と
で
役
員
体
制

も
変
わ
る
。

教
育
長　
今
後
の
公
民
館
活
動
は
分
館

が
本
当
に
希
望
す
る
事
業
、
若
い
人
、

子
供
た
ち
を
呼
び
込
む
事
業
等
主
体
性

を
重
ん
じ
、
新
た
な
枠
組
み
つ
く
り
、

分
館
の
ス
リ
ム
化
等
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

問　
村
が
目
標
と
す
る
D
X
事
業
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て

企
画
財
政
課
長
　
行
政
事
務
を
中
心
に

D
X
事
業
が
進
ん
で
い
る
。
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
普
及
啓
発
、
地
域
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
中
心
に
進
め
て

い
る
。「
D
X
推
進
計
画
」
で
検
討
し

随
時
見
直
し
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
講
座
等
を
開
く
中
で
、

幅
広
く
村
民
に
理
解
で
き
る
よ
う
推
進

し
て
い
く
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
性
化
と

新
た
な
行
政
区
画
の
方
向
付
け
を

答 

対
話
活
動
に
力
を
入
れ
、
新
行
政
区
画
検
討
は
成
り
ゆ
き
を
見
極
め
て
考
え
る

清沢正毅 議員

公
民
館
活
動
の
在
り
方
に
つ
い
て

答 

在
り
方
検
討
委
員
会
に
て
今
後
の
方
向
性
を
考
え
る

髙橋廣美 議員



さあ議会に関心を持ち一歩前へ

シリーズ
明日の朝日村のために

「村議会議員」になろう
前回は議会の役割や議員の仕事についお話をさせていただきましたが、今回は議員になるた
めの条件や議員を志すきっかけなどについてお話をしたいと思います。
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次回は準備や必要な手続き等選挙までの流れをお話しさせていただきます。まずは心の準備を。
next

小さな自治体の議員がどんな動機で議員に立
候補したのかといえば、ひと昔前は住んでいる
地域（地区または区）の推薦を受け地域住民か
ら背中を押されて立候補するという方が多かっ
たように思います。しかし今は自分自身の思想

信条に基づいて、村の将来を考え一念発起とい
う方が多いように思います。
どのような動機であっても、また自薦他薦ど

ちらでも議員を志すことは可能です。

なぜ議員になったの？Q

以上のことから村議会議員になろうという志と被選挙権が
あれば、だれでも立候補し選挙に臨むことができます。

①日本国民で投票日に満25歳以上であること。

②朝日村議会議員の選挙権を持っていること。
（朝日村に引き続き 3 か月以上住んでいること）

議員に立候補する資格や条件は？Q

主な権限は、
○議会招集請求権
○発言権
（質疑、討論、質問など）
○表決権
（賛成、反対の意思表示）
○議案・動議提出権
○請願紹介権
○侮辱に対する処分要求権

主な義務は、
◇議会に出席する義務
◇規律を守る義務
◇懲罰に服する義務

議員の権限と義務は？（議員必携から）

朝日村は10人。議員の定数は議会ごとに条例に
よって定められている。定数は、議会が住民の代表
機関であることから、
・選出母体である住民の数。
・意思決定をするにふさわしい規模が必要である。
朝日村の議員定数
～昭和30年　　22人
　昭和30年～　16人
　昭和62年～　14人

　
平成15年～　12人
平成19年～　10人

議員定数とは？



※詳しくは後日チラシを配布させていただきます。ご確認ください。

モニターからの活発な提言！！モニターからの活発な提言！！

お問い合わせ・申し込み　TEL.0263-99-2001（議会事務局）　E メール：gikai@vill.asahi.nagano.jp

議会モニター募集中
議会では、ご都合のつく時に議会の傍

聴や朝日村自立番組・YouTube等をご
覧いただき、議会への意見・提言をしてい
ただくモニターを募集しています。村政に
ついて話がしたい、議会って何をしている
の等々、気軽にご応募をお願いします。

議会改革その一歩!!
開かれた議会を目指して議会

改革
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9月議会は村内でコロナウイルス感染者が毎日報告
される状況の中開催され、コロナ感染対策に一層の緊
張感をもって臨む定例会となりました。
議会運営委員会では定例会の都度、事前に会期中
の会議運営の詳細を決めています。今回は傍聴者への
コロナ対応を検討し、初めて本会議場以外に傍聴でき
る部屋（一般質問は従来から実施）を設けました。
議会ではコロナ禍の3年半多くの活動が制約され

る中、できることに取り組もうと各種規程を整備しまし
た。これは議会運営をスムーズに運ぶための環境整備
です。各種規程など基準となるものを整備することに
よって、正しく効率的な会議の運営が可能となります。

具体的には議会運営基準を始め全員協議会運営規
程など4つの規程のほかに議会モニター設置要綱をつ
くりました。また議会モニター制度導入や村民懇談会
開催は村民の皆様に議会の仕事を知っていいただくた
めの活動で、わずかな歩みではありますが議会改革に
取り組んでおります。こうした事が来年4月の統一地方
選挙で真価が問われることになります。
議会は引き続き村民皆様のご理解をいただくため

に『開かれた議会』を目指し、可能な限りあらゆる場
を公開して参りますので、積極的なご参加をお願いし
ます。

議会運営委員会委員長　塩原智惠美

モニター制度はモニターの皆さんが日常生活で感じ
ていること、議会を傍聴する中で感じたことを、モニター
会議やレポートで発信して頂く制度です。
9月定例会（本会議［一般質問含む］、全員協議会、委
員会）では、議会モニター延べ8人の傍聴がありました。

通常は議会閉会後1週間後に行われるモニター会議
ですが、今回は村内コロナ感染の急拡大のため、急きょ
中止としてレポートでの提出をお願い致しました。寄せら
れたご意見の一部を紹介します。

議会運営委員会副委員長　中村文映

日　　時 11月18日（金曜日） 午後7：00〜（予定）

会　　場 朝日村役場大会議室

第2回 村民と議会の懇談会開催予告！

●議場にWi-Fi 環境が整備されていて良い。
●村長の議案提案説明で今の村の状況が良く分
かった。

●議案説明や一般質問など、写真や略図を用い
て説明したほうが分かりやすいのでは（複数）

●コロナ感染した議員から「おわび」があった
が、コロナ感染が「罪」であるように感じた。
感染は不可抗力。「皆さんも気を付けて」で
良かった。

●一般質問で「実施を求める」提案があったが、
行政にすれば予算や優先順位もある。主張
が強硬すぎないか。

●村長の進退についての質問がなかった。
●いくつかの提案型の質問があり良かった。
●なんでも「支援」、なんでも「村にお願い」
では村は良くならない。村民が自発的に動
き、足りない部分を行政に指導してもらう
協働の村づくりが必要では。（複数）



議 会 活 動 日 誌
7 月

6 水 中学校組合議会
7 木 松本広域連合臨時会
8 金 議員住民懇談会
13 水 全員協議会・草刈り
14 木 町村議会議員研修会
15 金 松本糸魚川連絡道路建設促進期成同盟会
20 水 総務産業委員会
22 金 社会文教委員会・議会運営委員会
29 金 第2回臨時議会

8 月
3 水 松本糸魚川連絡道路長野県側ルート建設促

進協議会
8 月 松塩地区広域施設組合環境保全協議会
10 水 議会運営委員会・社会文教委員会

朝日村大博覧会実行委員会
17 水 全員協議会・総務産業委員会・社会文教委員会
22 月 社会文教委員会
30 火 議会運営委員会

9 月
4 日 防災訓練
6 火 議会定例会開会 
7 水 全員協議会
9 金 常任委員会
13 火 議会定例会本会議一般質問・全員協議会議会

議会運営委員会
16 金 議会定例会本会議・全員協議会
20 火 空家等対策協議会
21 水 令和4年度朝日村慰霊祭
24 土 商工会大博覧会
25 日 松本山雅ホームタウンデー 11P 
26 月 県町村議長会政務調査会 11P 

松
本
山
雅
F
C
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
参
加

9
月
25
日
に
議
会
を
代
表
い
た

し
ま
し
て
、
小
林
村
長
・
朝
日

S
C
キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
学
6
年
生

の
リ
ュ
ウ
ジ
君
ほ
か
、
村
内
で
活

躍
し
て
い
る
団
体
数
名
で
朝
日
村

の
P
R
活
動
及
び
松
本
山
雅
の

サ
ッ
カ
ー
観
戦
に
行
っ
て
参
り
ま

し
た
。
朝
日
村
ブ
ー
ス
で
は
観
戦

者
に
対
し
て
限
定
特
典
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
を
渡
し
、
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
始
め
と
す
る
村
内
各
種
団

体
に
よ
る
ヤ
マ
メ
の
塩
焼
き
・
手

作
り
パ
ン
・
地
元
野
菜
な
ど
の
特

産
品
の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
し

た
。
山
雅
フ
ァ
ン
の
皆
様
に
た
く

さ
ん
購
入
し
て
い
た
だ
き
朝
日
村

の
魅
力
発
信
に
繋
が
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
し
た
。

朝
日
村
は
2
0
1
9
年
12
月

に
正
式
に
松
本
山
雅
F
C
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
に

加
入
し
ま
し

た
。
以
後
、

サ
ッ
カ
ー
や

各
種
イ
ベ
ン

ト
を
通
じ
て

の
地
域
交
流

や
将
来
を
担

う
朝
日
村
の

子
供
達
の
ス

ポ
ー
ツ
を
通

じ
た
教
育
関
係
の
取
組
が
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
お
恥
ず
か
し
い
話
、

私
は
こ
れ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
観
戦
に

は
さ
ほ
ど
興
味
が
無
か
っ
た
わ
け

で
す
が
、
今
回
の
観
戦
を
通
じ
て

感
じ
た
こ
と
は
、【
勝
利
に
向
か
っ

て
突
き
進
む
選
手
の
姿
】・【
観

戦
者
に
対
し
て
感
謝
の
気
持
ち
を

も
っ
て
応
え
る
姿
】
を
目
の
あ
た

り
に
し
、
選
手
一
人
一
人
の
活
躍

は
子
供
達
に
は
も
ち
ろ
ん
、
私
た

ち
大
人
に
も
夢
や
希
望
・
感
動
を

届
け
て
く
れ
る
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
現
在
の
日
本
は
コ
ロ
ナ
禍

を
始
め
、
円
安
に
よ
る
燃
料
・
資

材
・
食
品
等
の
物
価
高
騰
に
よ
り

経
済
は
不
安
定
な
状
況
で
す
。
そ

ん
な
世
の
中
だ
か
ら
こ
そ
、
私

た
ち
は
し
っ
か
り
と
し
た
夢
や
希

望
を
持
っ
て
歩
ん
で
は
い
か
な
く

て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
北
村
直
樹
）

9
月
26
日
に
議
会
を
代
表
い

た
し
ま
し
て
、
長
野
県
町
村
議

会
議
長
会
へ
出
席
し
て
参
り
ま

し
た
。
長
野
市
に
あ
る
自
治
会

館
に
長
野
県
下
の
町
村
議
長
が

一
堂
に
会
し
、
研
修
会
及
び
各

部
会
に
分
か
れ
国
・
長
野
県
に

対
す
る
提
案
・
要
望
事
項
の
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

前
半
の
研
修
会
で
は
「
銀
座

N
A
G
A
N
O
の
運
営
状
況
に

つ
い
て
」
現
状
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
銀
座
N
A
G
A
N
O
は

「
信
州
ブ
ラ
ン
ド
の
発
信
・
県
産

品
の
消
費
拡
大
や
農
産
物
の
販
路

拡
張
・
観
光
振
興
と
宣
伝
・
県
外

者
の
移
住
や
国
内
外
と
の
交
流
」

を
目
的
と
し
て
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
以
前
は
約
1
0
0
万
人

だ
っ
た
年
間
来
場
者
数
が
令
和
2

年
度
は
40
万
人
と
半
分
以
下
に
減

少
す
る
な
ど
厳
し
い
状
況
と
な
り

ま
し
た
が
、
首
都
圏
に
お
け
る
長

野
県
産
品
の
P
R
に
全
力
を
注

ぐ
と
の
こ
と
で
す
。

後
半
は
部
会
ご
と
に
分
か
れ

て
提
案
・
要
望
事
項
の
審
議
。
当

村
は
経
済
産
業
部
会
に
所
属
し
て

主
に
「
農
政
・
林
務
・
商
工
・
観

光
」
に
関
す
る
事
項
を
担
当
し
ま

す
。
本
年
は
円
安
を
背
景
に
隣

国
ロ
シ
ア
の
紛
争
の
影
響
下
で

原
油
価
格
や
物
価
の
高
騰
が
相
次

ぎ
、
農
業
・
林
業
に
大
き
な
負

担
が
強
い

ら
れ
て
お

り
ま
す
。こ

う
し
た
実

情
に
応
じ

た
支
援
策

を
強
化
し
、

地
域
経
済

の
回
復
に

切
れ
目
の

な
い
対
策

を
講
じ
る
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ

て
お
り
ま
し
た
。今
後
は
10
月

25
日
に
行
わ
れ
ま
す
総
会
で
決

議
さ
れ
正
式
に
国
・
県
に
対
し

提
案
・
要
望
書
が
送
ら
れ
る
運

び
と
な
り
ま
す
。　
（
北
村
直
樹
）

長
野
県
町
村
議
会
議
長
会
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朝日村議会へご意見をお寄せください
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「
あ
れ
、
は
ー
る
か
ぶ
り
だ
ね
ぇ
」「
元
気
に

し
て
た
か
ね
」
開
店
前
の
『
と
き
の
ぱ
ん
』
に

集
ま
っ
て
き
た
お
客
さ
ま
た
ち
が
互
い
に
挨
拶

を
交
わ
す
。
窓
際
に
並
べ
ら
れ
た
パ
ン
を
目
に

す
る
と
「
や
だ
ー
み
ん
な
食
べ
て
え
わ
や
ぁ
」

「
ど
れ
に
す
り
ゃ
い
い
ず
ら
」
と
声
の
ト
ー
ン

が
一
つ
上
が
る
。
小
さ
な
コ
ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
の

窓
際
に
陳
列
棚
が
置
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら

「
ま
ど
ぎ
わ
パ
ン
屋
・
と
き
の
ぱ
ん
」
と
し
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
終
え
た
信の

ぶ
と
き時
さ

ん
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

近
所
の
方
は
、散
歩
が
て
ら
出
か
け
て
来
ら

れ
る
。パ
ン
は
玄
米
粉
を
配
合
し
、も
ち
も
ち
し

て
い
る
が
食
べ
て
も
も
た
れ
な
い
か
ら
、一
度
食

べ
る
と
フ
ァ
ン
に
な
る
。店
主
一
押
し
の「
よ
も

ぎ
あ
ん
ぱ
ん
」は
深
緑
の
ま
る
パ
ン
の
真
ん
中

に
包
丁
が
入
り
、た
っ
ぷ
り
の
あ
ん
こ
が
鎮
座

し
て
い
る
。定
番
の
パ
ン
に
加
え
、季
節
に
よ
り

具
材
を
変
え
る
。冬
に
向
け
て
グ
ラ
タ
ン
パ
ン

な
ど
を
提
供
し
て
い
く
予
定
。営
業
日
は
水
、

金
、土
曜
日
の
10
時
30
分
か
ら
、木
曜
日
は
役

場
駐
車
場
で
12
時
か
ら
販
売
す
る
。い
ず
れ
も

売
り
切
れ
次
第
終
了
。午
前
3
時
起
床
で
大
変

な
部
分
も
あ
る
が
、新
婚
の
信
時
さ
ん
は
夫
も

積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
に
同
行
し
て
く
れ
る
そ
う
。

休
暇
を
合
わ
せ
、買
い
出
し
つ
い
で
に
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
二
人
で
ゆ
っ
く
り
と
話
せ
る
時
間

も
大
切
に
し
て
い
る
。　
　
　（
羽
多
野
美
映
）

遠
い
国
の
話
で
は
な
か
っ
た
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
の
紛
争
。

私
た
ち
は
傍
観
者
で
は
い
け
な

い
。過
日
の
観
光
協
会
主
催
の
大

博
覧
会
で
朝
日
村
の
ビ
ー
ツ
を
つ

か
っ
て
ボ
ル
シ
チ
を
作
り
、多
く
の

村
内
外
の
人
々
が
平
和
を
願
い
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
の
気
持
ち
を
表

し
た
。平
和
の
あ
り
が
た
み
と
と

も
に
、新
た
な
気
持
ち
で
世
界
を

見
つ
め
る
機
会
に
な
っ
た
。

（
髙
橋
廣
美
）

発
行
責
任
者

　
議
　
長	

北
村
　
直
樹

編
集
委
員

　
委
員
長	

髙
橋
　
廣
美

　
副
委
員
長	

高
橋
　
良
二

　
委
　
員	

中
村
　
文
映

	

齊
藤
　
勝
則

	

清
沢
　
正
毅

	

塩
原
智
惠
美

▲
こ
ち
ら
か
ら

朝
日
村
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す

朝
日
村
の
中
に
は
五
つ
の
区

が
あ
り
ま
す
が
、
古
見
区
に
は
大

古
見
神
社
、
入
二
区
に
は
八
幡
神

社
、
針
尾
区
に
は
熱
田
神
社
、
小

野
沢
区
に
は
本
郷
に
熊
野
神
社
、

新
田
上
下
に
は
諏
訪
神
社
、
西
洗

馬
区
に
は
五
社
神
社
が
あ
り
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
は
合
社
の

歴
史
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
地
域

の
皆
さ
ん
が
神
事
や
お
祭
り
に
賑

や
か
く
集
う
姿
が
想
像
で
き
、
村

内
の
五
つ
の
区
の
エ
リ
ア
は
お
宮

に
深
い
関
係
が
あ
る
よ
う
な
気
が

し
ま
す
。

そ
ん
な
針
尾
区
の
区
長
を
拝

命
し
半
年
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
区
の
運
営
は
全
て
に
お
い

て
地
域
の
皆
さ
ん
の
共
同
意
識
に

頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
皆
さ
ん

か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
進
め

て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

さ
て
、
近
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
蔓
延
に
よ
り
、
村
内

で
の
ほ
と
ん
ど
の
行
事
や
様
々
な

集
ま
り
が
縮
小
、
あ
る
い
は
中
止

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
状
態
が
長
期
に
わ
た
る
と
、

地
域
の
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

地
域
コ
ミ
ュ
ティ
が
ど
ん
ど
ん
薄
れ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
心
配
で
す
。

私
た
ち
の
世
代
は
先
輩
た
ち

が
残
し
て
く
れ
た
、
地
域
の
共
同

意
識
と
い
う
大
き
な
財
産
を
少
し

ず
つ
減
ら
し
て
し
ま
っ
て
い
る
よ

う
な
気
が
し
て
な
り
ま
せ
ん
。

次
世
代
に
地
域
の
良
好
な
人

間
関
係
や
共
同
意
識
を
残
し
て
い

く
た
め
に
は
、
各
地
区
・
地
域
に

お
い
て
活
性
化
が
図
ら
れ
る
か
が

一
番
の
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
い
ま

す
。
地
域
に
お
ら
れ
る
先
輩
た
ち

の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
私
た
ち

一
人
一
人
が
考
え
話
し
合
い
、
そ

れ
が
少
し
ず
つ
で
も
実
践
さ
れ

て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
思

う
こ
の
頃
で
す
。

西洗馬にある
コンテナハウスの店舗

もちもちのパンが並ぶ

毎週木曜日
役場駐車場で販売

地
域
の

共
同
意
識
の
再
構
築

針
尾
区
長

　
筒
井
　
常
夫
さ
ん

第14弾 「ときのぱん｣

村内の施設やイベントに
議員が訪問してその取組や
要望を聞く地域密着のコーナー

朝
日
村
に
あ
る
窓
ぎ
わ
ぱ
ん
屋


